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第
３
回
定
例
会
の
概
要

平
成　

年
第
３
回

３０定
例
会
日
誌

緑中学校弦楽部による記念演奏（１０緑中学校弦楽部による記念演奏（１０月月７７日開催）日開催）

庁舎・福祉会館建設に係る追加調査を含む

【
８
月
】

　

日　

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
採
決
）

３０
　

日　

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
委
員
会
付
託
・

３１

採
決
）

【
９
月
】

４
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

５
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

７
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案
の
審
議
・
委

員
会
付
託
、
陳
情
の
委
員
会
付
託
）

　

日　

厚
生
文
教
委
員
会

１０
　

日　

建
設
環
境
委
員
会

１１
　

日　

総
務
企
画
委
員
会

１２
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１３
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１４
　

日　

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設
等
調
査
特
別
委

１８

員
会

　

日　

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特
別
委
員
会

１９
　

日　

総
務
企
画
委
員
会

２０
 

予
算
特
別
委
員
会

 

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設
等
調
査
特
別
委

員
会

　

日　

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案
件
の
採
決
、
議

２５

案
の
審
議
・
採
決
、
議
員
提
出
議
案
の
審

議
・
採
決
）

 

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設
等
調
査
特
別
委

員
会

　

日　

決
算
特
別
委
員
会

２７
　

日　

決
算
特
別
委
員
会

２８【　

月
】

１０
１
日　

決
算
特
別
委
員
会

２
日　

決
算
特
別
委
員
会

３
日　

決
算
特
別
委
員
会

５
日　

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案
件
の
採
決
、
議

案
の
審
議
・
採
決
、
議
員
提
出
議
案
の
審

議
・
採
決
、
陳
情
の
委
員
会
付
託
）

　

平
成　

年
第
３
回
定
例
会
（
五
十
嵐
京
子
議
長
）
は
、
８
月　

日
に

３０

３０

開
会
し
、　

月
５
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

１０

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は

　

億
５
千　

万
２
千
円
（
前

４２７

４８９

年
度
対
比
１
％
増
）、
４
つ

の
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
、
下
水
道
事
業
、
介
護
保
険
、
後
期
高

齢
者
医
療
）
を
含
め
る
と　

億
３
千　

万
８
千
円
（
前
年
度
対
比
０
・

６６０

６０４

３
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は　

億
１

４０１

千　

万
円
（
前
年
度
対
比
０
・
３
％
減
）、
特
別
会
計
を
含
め
る
と　

億

８０８

６３０

１
千　

円
（
前
年
度
対
比
０
・
８
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

３３０

　

こ
の
決
算
に
つ
い
て
、
８
月　

日
の
本
会
議
で
議
長
を
除
い
た　

人

３１

２３

で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
（
遠
藤
百
合
子
委
員
長
）
に
付
託
し
、

９
月　

日
か
ら　

月
３
日
ま
で
の
計
５
日
間
、
約　

時
間
に
わ
た
り
審

２７

１０

４０

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

月
５
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
起
立
採

１０
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
不
認
定
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
つ
の

特
別
会
計
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
職
員
の
勤
勉

手
当
の
年
間
支
給
月
数
に
つ

い
て
、
東
京
都
人
事
委
員
会

勧
告
等
を
踏
ま
え
、
正
規
職

員
は
、
平
成　

年
度
の
０
・

２８

１
か
月
分
、
平
成　

年
度
の

２９

０
・
１
か
月
分
の
０
・
２
か
月
分
を
引
き
上
げ
、
他
市
と
同
水
準
の
４
・

５
か
月
分
と
す
る
ほ
か
、
再
任
用
職
員
は
、
平
成　

年
度
の
０
・
０
５

２８

か
月
分
、
平
成　

年
度
の
０
・
０
５
か
月
分
の
０
・
１
か
月
分
を
引
き

２９

上
げ
る
た
め
、
市
長
か
ら
改
め
て
提
案
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
併
せ

て
本
条
例
に
係
る
増
額
分
と
し
て
、
４
千　

万
３
千
円
を
本
補
正
予
算

６６１

に
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　

本
補
正
予
算
は
、
９
月　
１８

日
に
市
議
会
６
会
派　

名
よ

１２

り
市
長
に
対
し
、
新
庁
舎
・

（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建
設

に
係
る
４
項
目
の
申
入
れ
が
あ
り
、
９
月　

日
開
催
の
庁
舎
及
び
福
祉

２５

会
館
建
設
等
調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
市
長
か
ら
こ
れ
ま
で
の
議

論
や
本
申
入
れ
を
踏
ま
え
、
追
加
調
査
等
を
行
う
と
の
表
明
に
基
づ
く

も
の
で
す
。（
詳
細
は
、
８
面
「
庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設
」
経
過
報
告

に
掲
載
）

　

本
補
正
予
算
は
、
新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建
設
の
推
進
に
当

た
り
更
な
る
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
市
と
市
議
会
と
の
相
互

理
解
を
促
進
し
、
よ
り
多
く
の
賛
同
が
得
ら
れ
る
施
設
配
置
案
を
作
成

す
る
た
め
の
追
加
調
査
の
委
託
料
と
と
も
に
、
５
回
の
市
民
説
明
会
を

開
催
す
る
た
め
の
保
育
士
謝
礼
、
手
話
通
訳
者
謝
礼
を
計
上
す
る
も
の

で
す
。

　
　

月
５
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員
会
付
託
を
省
略
し
、
起
立
採

１０
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
一
部
改
正
、

平

成　

年

度

３０

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
回
）
を
可
決

平

成　

年

度

３０

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
回
）
を
可
決

平
成　

年
度
歳
入

２９

歳
出
決
算
に
つ
い
て

　

平
日
に
傍
聴
へ
来
ら
れ
な
い
方
に
も
議
会
の
様

子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
日
曜
議
会
を
開
催

し
ま
す
。
当
日
は
、
各
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時　
　

月
２
日
（
日
）
午
前　

時
か
ら

１２

１０

場　

所　

議
場
（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）

そ
の
他　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
ををををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

日
曜
議
会
を
開
催
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

一般会計補正予算（第４回）を可決

一
般
会
計
決
算
を
不
認

一
般
会
計
決
算
を
不
認
定定

平
成

年

平
成　

年
度度

２９２９
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井
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決
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

沖
浦
あ
つ
し
（
こ
が
あ
す
）

　

行
財
政
改
革
で
約
３
億
円
の
効
果
、

市
町
村
総
合
交
付
金
３
・
６
億
円
の

増
額
査
定
を
受
け
た
経
営
努
力
、
市

職
員
残
業
時
間　

万
時
間
を
切
っ
た

１０

内
部
努
力
、
そ
し
て
就
学
前
児
童
の

人
口
増
加
の
事
実
は
、
子
育
て
対
策

を
始
め
と
す
る
民
生
費
へ
の
予
算
充

当
に
よ
る
政
策
効
果
で
あ
る
点
を
評

価
す
る
。
将
来
の
人
口
減
少
時
代
に

お
い
て
も
本
市
の
生
産
年
齢
人
口
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
、「
こ
の
ま

ち
で
子
育
て
を
し
た
い
。
移
り
住
み

た
い
」
と
選
ば
れ
る
ま
ち
へ
の
素
地

が
現
れ
て
き
た
決
算
年
度
で
あ
り
、

そ
の
認
定
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

河
野
律
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

法
令
遵
守
や
適
正
な
手
続
き
は
市

政
執
行
の
基
本
で
あ
り
、
市
民
の
市

政
へ
の
信
頼
の
要
で
あ
る
。
市
議
会

と
の
信
頼
関
係
を
失
墜
さ
せ
る
対
応

な
ど
、
山
積
す
る
課
題
解
決
に
問
題

を
残
す
決
算
年
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

課
題
の
人
件
費
総
額
は
連
続
し
て
増

額
と
な
り
行
財
政
改
革
は
停
滞
、
公

共
施
設
の
基
金
へ
の
積
み
増
し
財
源

が
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

新
庁
舎
等
の
建
設
は
都
度
、
最
善
の

方
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ

が
次
世
代
を
含
め
市
民
へ
の
責
任
で

あ
る
。
職
員
が
よ
り
働
き
が
い
の
あ

る
執
行
体
制
の
構
築
を
期
待
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

第
一
に
、　

億
円
も
繰
り
越
す
一

２４

方
、
就
学
援
助
の
切
下
げ
、
保
育
料

平
成　

年
度
一
般
会
計

２９

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

の
値
上
げ
な
ど
市
民
生
活
に
冷
た
い

内
容
で
、
大
型
開
発
優
先
の
決
算
と

な
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
市
民
犠
牲

の
行
革
が
推
進
さ
れ
、
婦
人
相
談
員

の
非
常
勤
化
な
ど
「
行
革
あ
り
き
」

の
進
め
方
が
行
わ
れ
て
い
る
。
第
三

に
、
地
元
合
意
な
く
清
掃
関
連
施
設

整
備
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
、
市
民

の
声
を
聞
か
な
い
市
政
運
営
と
な
っ

て
い
る
。
第
四
に
、
社
会
福
祉
委
員

へ
の
報
酬
の
誤
支
給
問
題
な
ど
、
法

令
に
の
っ
と
ら
な
い
市
政
運
営
が
行

わ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

決
算
年
度
は
評
価
で
き
る
点
は
多

い
も
の
の
、
看
過
で
き
な
い
重
大
な

課
題
が
あ
る
。
一
つ
目
は
行
財
政
改

革
の
取
組
で
、
歳
出
総
額
が
大
き
く

膨
ら
む
中
、
前
年
対
比
に
て
経
常
収

支
比
率
が
１
・
６
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し

た
ほ
か
、
人
件
費
比
率
の
値
も
０
・

２
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
。
二
つ
目
は

社
会
福
祉
委
員
へ
の
報
酬
誤
支
給
の

問
題
で
、
発
覚
後
の
対
応
の
ず
さ
ん

さ
か
ら
、
市
長
に
よ
る
内
部
統
制
の

脆
弱
さ
が
露
呈
し
た
。
三
つ
目
は
新

庁
舎
建
設
で
、
複
合
施
設
と
し
て
の

在
り
方
が
１
年
以
上
判
明
せ
ず
、
市

長
の
責
任
が
問
わ
れ
る
内
容
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

当
初
予
算
で
は
賛
成
し
、
決
算
で

は
不
認
定
の
主
な
理
由
は
、
旧
福
祉

会
館
用
地
地
上
権
の
合
意
解
除
の
問

題
と
社
会
福
祉
委
員
の
報
酬
誤
支
給

問
題
で
あ
る
。
市
と
市
民
の
関
係
性

に
お
い
て
発
生
し
た
が
、
市
長
の
明

確
な
理
念
が
見
え
な
い
。
社
会
福
祉

委
員
の
報
酬
誤
支
給
問
題
で
は
、
監

査
委
員
か
ら
も
前
例
踏
襲
に
陥
い
ら

な
い
点
検
と
見
直
し
を
行
い
、
適
正

な
事
務
執
行
を
強
く
求
め
ら
れ
た
。

審
議
し
た
主
な
議
案

ま
た
、
一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
は　

市
中

２６

最
も
低
く
、
市
民
が
支
払
う
国
民
健

康
保
険
税
額
が
最
も
高
額
だ
っ
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

　

庁
舎
・
福
祉
会
館
建
設
の
見
通
し

が
立
っ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
リ
ー

ス
庁
舎
解
消
は
積
年
の
課
題
で
あ
る

が
、
不
認
定
と
し
た
主
な
理
由
は
３

点
。
虚
社
会
福
祉
委
員
報
酬
誤
支
給

発
覚
後
の
対
応
な
ど
市
長
判
断
の
不

適
切
さ
。
許
障
害
者
差
別
解
消
条
例

案
の
提
案
時
に
遺
憾
を
表
明
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
地
域
自
立
支
援
協
議

会
な
ど
、
附
属
機
関
等
に
お
け
る
市

民
の
声
の
軽
視
。
距
は
け
と
野
川
を

壊
す
都
市
計
画
道
路
に
対
し
、
市
長

の
主
体
性
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
。
市

長
に
は
、
議
員
の
指
摘
を
受
け
止
め

つ
つ
も
、
ぶ
れ
な
い
こ
と
を
求
む
。

 　

８
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

３１

算
特
別
委
員
会（
岸
田
正
義
委
員
長
）

に
付
託
し
、
９
月　

日
、　

日
の
計

１３

２０

２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
今
後

の
財
政
需
要
に
備
え
た
「
財
政
調
整

基
金
積
立
金
」（　

億
６
万
９
千
円
）、

１０

新
庁
舎
建
設
推
進
と
起
債
抑
制
に
向

け
た
「
庁
舎
建
設
基
金
積
立
金
」（
８

億
円
）、（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建
設

に
備
え
た「
地
域
福
祉
基
金
積
立
金
」

（
１
億
１
万
３
千
円
）、
保
育
士
職

員
の
産
前
産
後
休
暇
・
育
児
休
業
に

対
応
す
る
非
常
勤
嘱
託
職
員
採
用
に

伴
う「
保
育
園
運
営
に
要
す
る
経
費
」

（　

万
円
）、
国
及
び
都
の
新
た
な

７５０
総
合
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
、
耐

震
化
助
成
事
業
を
拡
充
す
る
こ
と
に

伴
う
「
木
造
住
宅
耐
震
助
成
に
要
す

る
経
費
」
な
ど
で
す
。

　

９
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２５

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成　

年
度
一
般
会
計

３０

補
正
予
算
（
第
２
回
）

反
対
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

予
算
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
な

ど
賛
成
で
き
る
部
分
も
あ
る
。
し
か

し
、
繰
越
金　

億
６
千　

万
７
千
円

１９

５１６

を
、
市
民
の
生
活
に
優
先
す
る
の
で

は
な
く
、
財
政
調
整
基
金
に　

億
円
、

１０

庁
舎
建
設
基
金
に
８
億
円
、
地
域
福

祉
基
金
に
１
億
円
を
積
み
立
て
て
い

る
。
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
保
育
園

に
対
す
る
巡
回
相
談
な
ど
多
く
の
市

民
の
願
い
が
実
現
で
き
て
い
な
い
。

お
金
が
余
っ
た
か
ら
、
貯
金
す
る
と

い
う
無
計
画
な
財
政
運
営
は
見
直
し
、

市
民
の
願
い
実
現
に
お
金
を
回
す
べ

き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

本
予
算
の
特
徴
は
、
木
造
住
宅
の

耐
震
助
成
や
教
育
指
導
費
、
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
、
多
く
は
公

明
党
が
国
・
都
へ
要
望
し
、
連
携
で

実
現
し
た
補
助
金
を
活
用
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
今
後
は
的
確
な
財
源
の

確
保
に
努
め
、
長
年
の
課
題
や
市
民

要
望
に
応
え
る
市
独
自
施
策
の
導
入

も
要
望
す
る
。
職
員
期
末
手
当
の
増

額
予
算
に
つ
い
て
は
、
職
員
待
遇
を

維
持
す
る
一
方
で
、
そ
れ
に
見
合
う

行
財
政
改
革
の
成
果
も
問
わ
れ
る
が
、

職
員
数
は
増
加
し
、
改
革
は
全
く
進

ん
で
い
な
い
。
市
長
の
提
案
姿
勢
を

厳
し
く
問
い
正
し
た
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

村
山
ひ
で
き
（
み
ら
い
）

　

市
民
参
加
重
視
の
第
５
次
基
本
構

想
・
前
期
基
本
計
画
の
策
定
、「
は
け

の
森
美
術
館
」
来
館
促
進
策
、
総
合

学
院
テ
ク
ノ
ス
カ
レ
ッ
ジ
体
育
館
の

市
民
開
放
を
評
価
す
る
。
特
に
、
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
の

助
成
額
を
国
と
東
京
都
の
支
援
メ
ニ

ュ
ー
を
活
用
し
て
、
ほ
ぼ
倍
額
に
す

る
こ
と
は
「
最
初
の
一
歩
」
と
し
て

評
価
し
た
い
。
今
後
は
、
周
知
の
た

め
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
発
送
の
拡
大
、

戸
別
訪
問
の
実
施
な
ど
も
検
討
し
、

更
な
る
助
成
額
の
増
額
を
考
慮
し
て

ほ
し
い
。
以
上
の
点
に
つ
い
て
留
意

す
る
こ
と
を
求
め
賛
成
す
る
。

 　

９
月
７
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会（
岸
田
正
義
委
員
長
）

に
付
託
し
、
９
月　

日
、　

日
の
計

１３

２０

２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
出
予
算
の
内
容
は
、
給
与
条
例

の
改
定
に
よ
り
勤
勉
手
当
の
年
間
支

給
月
数
の
引
上
げ
を
行
う
た
め
「
職

員
人
件
費
そ
の
他
」（
４
千　

万
３
千

６６１

円
）
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

９
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２５

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

片
山　

薫
（
市
民
カ
エ
ル
）

　

こ
れ
ま
で
職
員
給
与
に
関
し
、
正

規
職
員
の
給
与
や
手
当
を
見
直
し
て

非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善
を
す
べ
き

と
求
め
て
き
た
が
、
他
市
と
の
格
差

が
開
い
た
事
態
は
是
正
す
べ
き
で
あ

る
。
相
談
業
務
な
ど
、
継
続
的
長
期

的
な
支
援
が
必
要
で
、
資
格
の
あ
る

正
規
職
員
し
か
担
え
な
い
業
務
に
対

し
、
非
正
規
化
を
進
め
る
こ
と
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
き
、
市

役
所
へ
の
信
頼
を
失
う
こ
と
に
つ
な

が
る
。
非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善
と
、

や
み
く
も
な
非
正
規
化
や
民
間
委
託
、

民
営
化
は
か
え
っ
て
行
革
に
つ
な
が

ら
な
い
た
め
見
直
し
を
求
め
る
。

 　

９
月
７
日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

務
企
画
委
員
会（
小
林
正
樹
委
員
長
）

に
付
託
し
、
９
月　

日
、　

日
の
計

１２

２０

２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
平
成　

年
第
１
回
定

３０

例
会
に
お
い
て
、
東
京
都
人
事
委
員

会
勧
告
等
を
踏
ま
え
、
市
長
か
ら
職

員
の
勤
勉
手
当
年
間
支
給
額
０
・
２

平
成　

年
度
一
般
会
計

３０

補
正
予
算
（
第
３
回
）

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

か
月
分
の
引
上
げ
を
含
む
議
案
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
員
か
ら
そ
の

引
上
げ
分
を
除
く
修
正
案
が
提
案
さ

れ
可
決
し
た
こ
と
か
ら
、
市
長
か
ら

改
め
て
０
・
２
か
月
分
を
引
き
上
げ
、

４
・
５
か
月
分
と
す
る
も
の
で
す
。

　

９
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２５

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

吹
春
や
す
た
か
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

本
議
案
は
第
１
回
定
例
会
で
は
否

決
、
予
算
に
対
し
組
替
え
動
議
が
提

出
さ
れ
、
第
２
回
定
例
会
で
は
市
長

自
ら
予
算
か
ら
削
除
し
た
も
の
と
同

じ
職
員
の
ボ
ー
ナ
ス
ア
ッ
プ
の
提
案

で
あ
る
。
担
当
委
員
会
で
は
慎
重
審

査
の
た
め
の
、
資
料
要
求
も
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
同
定
例
会
に

保
育
園
民
営
化
が
２
年
遅
れ
る
と
報

告
さ
れ
、
議
案
の
提
案
姿
勢
を
疑
わ

れ
る
。
人
件
費
や
職
員
数
も
増
え
て

お
り
、
過
去
の
小
金
井
市
に
戻
る
危

惧
も
あ
る
。
第
１
回
定
例
会
と
何
ら

状
況
が
変
わ
ら
ず
、
行
革
の
動
き
も

遅
い
こ
と
か
ら
本
議
案
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

鈴
木
成
夫
（
み
ら
い
）

　

賛
成
の
理
由
は
次
の
と
お
り
。
虚

総
務
副
大
臣
通
知
に
も
示
さ
れ
て
い

る
と
お
り
、
公
務
員
給
与
の
適
正
維

持
の
た
め
、
情
勢
適
応
・
均
衡
の
原

則
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
許
多

摩　

市
の
う
ち
本
市
だ
け
が
低
い
現

２６
状
は
、
均
衡
の
原
則
に
照
ら
し
て
不

適
切
な
状
況
で
あ
る
こ
と
。
距
他
市

が
様
々
な
知
恵
を
凝
ら
し
て
優
秀
な

人
材
確
保
の
努
力
を
し
て
い
る
現
状

で
、
本
市
の
職
員
採
用
試
験
申
込
者

数
の
減
少
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
他
市
同
様
の
給
与
水
準
を
維

持
す
る
重
要
性
を
考
慮
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

　

反
対
の
理
由
は
次
の
と
お
り
。
虚

職
員
の
ボ
ー
ナ
ス
を
０
・
２
か
月
分

引
き
上
げ
、
必
要
な
財
源
は
約
５
千

万
円
の
巨
額
。
許
西
岡
市
長
就
任
後
、

総
額
人
件
費
は
拡
大
の
一
途
。
市
長

公
約
「
人
件
費
削
減
」
に
明
確
に
反

す
る
。
距
職
員
の
給
与
等
の
最
高
額

は
千　

万
円
。
更
に
引
き
上
げ
て
千

２８７

　

万
円
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
は
到

３６６底
思
え
な
い
。
鋸
市
民
の
個
人
市
民

税
額
は
減
少
。
生
活
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
生
活
保
護
も
拡
大
傾
向
。

漁
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
財
政
措
置
は
、

多
摩　

市
と
の
比
較
で
最
低
水
準
。

２６

教
育
費
は　

位
、
民
生
費
は　

位
。

２６

２５

賛
成
討
論
（
要
旨
）

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

近
隣
市
と
比
較
す
る
と
本
市
の
職

員
の
初
任
給
年
額
は
、
約
４
万
円
か

ら
７
万
円
少
な
い
。
昨
今
、
一
般
企

業
の
採
用
競
争
は
熾
烈
を
極
め
、
優

秀
な
人
材
確
保
に
各
企
業
が
躍
起
に

な
っ
て
い
る
。
組
織
を
強
く
す
る
た

め
に
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
重
要
だ
が
、
人
材
育
成
の
入
口

と
し
て
最
も
重
要
な
の
は
「
採
用
」

で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
職
員
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
、
将
来
の
組
織
活
動

の
成
果
を
大
き
く
左
右
す
る
と
い
え

る
。
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、
そ
の

給
料
に
見
合
っ
た
仕
事
を
し
て
も
ら

う
と
い
う
考
え
の
も
と
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

か
つ
て
本
市
の
人
件
費
は
一
般
会

計
予
算
の
３
分
の
１
を
占
め
、　

億
１００

円
を
超
え
て
い
た
。
し
か
し
、
時
間

は
か
か
っ
た
が
、
現
在
は
都
の
給
料

表
に
準
拠
し
、
１
人
当
た
り
の
給
料

は
「
他
市
並
み
」
と
な
っ
た
。
本
市

は
他
市
と
比
べ
て
財
政
規
模
が
小
さ

く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
他
市
よ
り
劣

る
。
民
間
で
は
業
績
の
悪
い
会
社
の

社
員
の
ボ
ー
ナ
ス
は
低
い
の
が
実
態

で
あ
る
。
本
市
の
職
員
の
期
末
勤
勉

手
当
が
他
市
よ
り
低
い
こ
と
は
当
然

と
発
言
し
て
き
た
が
、
そ
の
責
任
は

経
営
者
で
あ
る
市
長
に
あ
る
と
考
え

を
変
え
た
。
よ
っ
て
、
賛
成
す
る
。
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付　

託　

先

緑市明ネ改情会おみ公共自付託先略称　総：総務企画委員会　　建：建設環境委員会
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採　択○○○○×○×○○○○△△△△○○○○×議×××総

国会及び政府に対し、①辺野古新基地建設工事の中止及び普天間
基地の運用停止、②普天間基地の代替施設は全国の自治体を等し
く候補地とする、③米軍基地及び普天間基地の代替施設の必要性
について国民的議論を行うこと等を求める意見書の提出を求め
る。

辺野古新基地建設の中止と、
普天間基地代替施設の問題に
ついて民主主義及び憲法に基
づき公正に解決するべき事を
求める陳情書

不採択○○×○○○△○×××××××○○○○×議×××建
東京都住宅供給公社は右肩上がりに利益を重ね、平成３１年４月１
日の家賃改定で家賃を引き上げる理由はなく、むしろ居住者の生
活実態を理解し、家賃の引下げを求める東京都知事への意見書及
び東京都住宅供給公社理事長への要望書の提出を求める。

東京都住宅供給公社の家賃引
き下げを求める陳情書

閉会中の委員会日程及び審査案件

議　

決　

結　

果

【会派略称】　 　　　　　自：自由民主党・信頼の小金井　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　み：みらいのこがねい　　　　　お：小金井をおもしろくする会
会：こがねい市民会議　　情：情報公開こがねい　　　　　改：改革連合
ネ：生活者ネットワーク　明：小金井の明日をつくる会　　市：市民といっしょにカエル会
緑：緑・つながる小金井議 案 の 審 議 結 果

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）

付　

託　

先

緑市明ネ改情会おみ公共自付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
 総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
 建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会
 決：決算特別委員会　　庁：庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
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不認定××○×○×××○○○×××××××××議×××決平成２９年度小金井市一般会計歳入歳出決算の認定について
認　定××○×○××○○○○○○○○××××○議○○○決平成２９年度小金井市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
認　定○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○決平成２９年度小金井市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
認　定○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○決平成２９年度小金井市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
認　定××○×○○○○○○○○○○○××××○議○○○決平成２９年度小金井市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
原案可決○○○○○○○○○○○○○○○××××○議○○○予平成３０年度小金井市一般会計補正予算（第２回）
原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○予平成３０年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第１回）
原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○予平成３０年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第１回）
原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○予平成３０年度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○総小金井市議会議員及び小金井市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正
する条例

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚小金井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部を改正す
る条例

可　決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○建市道路線の認定について
原案可決○○○○○×○○○○○△△△△○○○○×議×××予平成３０年度小金井市一般会計補正予算（第３回）
原案可決○○○○○×○○○○○△△△△○○○○×議×××総職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○即小金井市臨時職員の任用等に関する条例の一部を改正する条例
原案可決○○○○○○×○○○○○○○○○○○○○議○○○即平成３０年度小金井市一般会計補正予算（第４回）
同　意○○○○○○○○○○○○○○○△△△△○議○○○即教育委員会教育長の任命に関し同意を求めることについて
不同意○○○○○×○○○○○×××××××××議×××即副市長の選任に関し同意を求めることについて

否　決×××××○×××××××××○○○○×議×××庁小金井市新庁舎・（仮称）新福祉会館建設基本設計委託事業者選考委員会及び評議員会設置条例
（議員提案）

議会運営委員会
１０月２５日（木）午前１０時
１１月２６日（月）午後２時
▶市議の視察日当（日額２８００円）を廃止し、「議会だより」
フルカラー印刷化等の財源を捻出することを求める陳情
書　▶市議会議員定数に関して、市民の意向調査を求め
る陳情書　▶議会改革に関する諸問題の調査　▶①次期
定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議日割等、議会
運営に関する調査、②議会の会議規則、委員会条例等に
関する調査、③議会運営に関する議長の諮問事項につい
て

建設環境委員会
１１月５日（月）午前１０時
▶駅周辺整備に関する調査　▶市内都市計画及び住環境
に関する調査　▶資源循環社会形成に関する調査

行財政改革推進調査特別委員会
１１月１２日（月）午後１時
▶行財政改革の推進に係る諸問題の調査

総務企画委員会
１１月１４日（水）午前１０時
▶厳寒期の大災害に備え、各避難所にジェットヒーター
等の導入を求める陳情書　▶社会福祉委員に意図的に条

例違反の報酬支給を続けていた事件の全容解明を求める
陳情書　▶小金井市の予算査定に関する調査及び財政援
助団体の財務等の調査を求める陳情書　▶東小金井駅北
口駅前周辺に金融機関（郵便局）の誘致を求める陳情書
　▶西岡市長の選挙公約（人件費削減）が全く守られて
おらず、逆に人件費が急増していることに関する陳情書
　▶社会福祉委員への報酬誤支給問題に係る検査　▶小
金井市公共施設等総合管理計画の進捗状況と方針につい
ての諸問題の調査

厚生文教委員会
１１月１９日（月）午前１０時
▶小金井市難病者福祉手当条例の一部を改正する条例　
▶小金井市義務教育就学児の医療費の助成に関する条例
の一部を改正する条例　▶公益財団法人小金井市体育協
会への補助金の一部返還に関する陳情書　▶都において
児童相談所・警察・学校などの連携・協力を進め、児童
虐待防止対策の抜本強化・拡充するため意見書提出を求
める陳情書　▶社協バス「みどり号」の存続を求める陳
情書　▶小金井市市民税課、被保険者間で前年の合計所
得金額に対し係争中であるところ被保険者の介護保険料
の暫定的な決定に関する陳情書　▶子どもの権利に関す
る条例を推進するための計画の策定と継続的な検証を求
める陳情書　▶子どもの最善の利益を保障する「子ども
オンブズパーソン」の設置を求める陳情書　▶福祉的視
点から、相談者に寄り添った母子父子自立支援員・婦人

相談員の相談体制の充実を求める陳情書　▶臓器移植の
環境整備に関する意見書の提出を求める陳情書　▶子ど
も施策に関する諸問題の調査　▶小金井市保健福祉総合
計画の策定と運用について

庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
１１月２１日（水）午前１０時
▶新市庁舎の床面積縮減等による建築コスト削減等を求
める陳情書　▶市庁舎の建設面積を縮減することにより、
図書館本館の建設を進めることを求める陳情書　▶公民
館本館を新福祉会館と併設する旨の議会意思の確定を求
める陳情書　▶新庁舎の床面積の大幅増に反対し、コン
パクトでコストダウンの建設を求める陳情書　▶庁舎建
設予定地の大型樹木を保全し、小金井らしい緑豊かな庁
舎とすることを求める陳情書（その１）　 ▶庁舎建設予
定地の大型樹木を保全し、小金井らしい緑豊かな庁舎と
することを求める陳情書（その２）　 ▶庁舎建設予定地
の大型樹木を保全し、小金井らしい緑豊かな庁舎とする
ことを求める陳情書（その３）　 ▶庁舎建設予定地の大
型樹木を保全し、小金井らしい緑豊かな庁舎とすること
を求める陳情書（その４）　 ▶多くの市民が利用する福
祉会館は、多くの職員がいる市庁舎の北側ではなく、採
光や眺望の良い南面に建設することを求める陳情書　▶
庁舎建設予定地北側（ＪＲ中央線高架下）からの道路の
恒久的確保を求める陳情書　▶庁舎及び福祉会館建設等
に係る諸問題の調査
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吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

　

虚
日
々
様
々
な
分
野
で
の
Ａ

Ｉ
の
頻
繁
な
活
用
状
況
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
行
政
に
も
、
そ

の
流
れ
は
あ
る
。
他
の
自
治
体

で
は
様
々
な
事
例
で
取
組
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
で
も
、

先
進
事
例
に
倣
い
、
Ａ
Ｉ
の
導

入
を
進
め
る
た
め
、
庁
内
の
幅

広
い
部
署
か
ら
若
手
職
員
を
集

め
勉
強
会
を
発
足
し
な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

こ
が
ね
い

あ
し
た
研
究
所
や
自
主
的
な
集

ま
り
が
考
え
ら
れ
る
。
先
進
事

例
に
注
視
し
研
究
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

許
西
日
本
豪
雨
で
は
、
逃
げ

遅
れ
て
命
を
落
と
さ
れ
た
方
が

多
数
い
る
。
中
間
報
告
で
は
再

三
出
て
い
る
警
告
よ
り
も
、
逃

げ
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
と
い
う

情
報
を
自
ら
探
し
、
逃
げ
な
い

こ
と
を
結
論
付
け
た
と
あ
る
。

ス
マ
ホ
の
普
及
と
利
用
は
高
齢

者
間
で
も
目
立
っ
て
い
る
。
災

害
発
災
時
は
膨
大
な
情
報
が
飛

び
交
い
、
情
報
の
整
理
に
手
間

と
人
員
を
割
く
こ
と
が
被
災
地

で
は
多
く
見
ら
れ
て
い
る
。
逃

げ
遅
れ
を
防
ぎ
、
災
害
へ
の
対

応
の
為
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
有
効
な
情

報
の
受
信
と
発
信
ツ
ー
ル
と
し

て
利
用
し
な
い
か
。
ま
た
、
防

災
訓
練
で
も
活
用
し
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情

報
収
集
の
活
用
規
定
は
な
い
。

災
害
時
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
市
民
か
ら

の
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
の
重

要
さ
は
市
も
把
握
し
て
い
る
。

総
合
防
災
訓
練
へ
の
取
入
れ
は

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

職
員
へ
の
Ａ
Ｉ
勉
強
会
を

職
員
へ
の
Ａ
Ｉ
勉
強
会
を
／／

災
害
時
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用

災
害
時
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
をを

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

　

虚
市
が
委
託
を
し
て
医
師

会
・
歯
科
医
師
会
に
休
日
診
療

を
当
番
制
で
実
施
し
て
頂
い
て

い
る
。
薬
局
は
、
長
年
に
わ
た

っ
て
、
自
主
的
に
薬
剤
師
会
に

開
け
て
頂
い
て
い
る
。
多
摩　
２６

市
中
で
は　

市
で
何
ら
か
の
補

１７

助
な
ど
の
対
応
が
な
さ
れ
て
い

る
。
処
方
せ
ん
を
持
っ
た
市
民

が
安
心
し
て
休
日
に
薬
を
購
入

で
き
る
よ
う
小
金
井
市
で
も
事

業
化
し
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

本
市
に
お

い
て
も
重
要
課
題
と
考
え
る
。

必
要
財
源
の
確
保
に
努
め
な
が

ら
内
部
で
検
討
し
た
い
。

　

許
毎
年
５
月
に
都
立
武
蔵
野

公
園
野
川
第
２
調
節
池
で
総
合

水
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
参
加
者
が
固
定
化
さ
れ
て

い
る
。「
都
市
型
水
害
」を
意
識

し
て
多
く
の
市
民
の
方
が
参
加

で
き
る
よ
う
様
々
な
場
所
で
の

開
催
に
つ
い
て
検
討
が
で
き
な

い
か
。

　

総
務
部
長　

河
川
か
ら
離
れ

た
場
所
で
の
浸
水
対
策
と
そ
れ

に
伴
う
訓
練
の
必
要
性
は
感
じ

て
い
る
。
よ
り
多
く
参
加
い
た

だ
け
る
よ
う
消
防
署
と
も
連
携
、

協
議
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
、
小
・
中
学
校
の
老

朽
化
し
た
桜
の
調
査
・
再
生
に

つ
い
て
、
玉
川
上
水
沿
い
の

「
名
勝
小
金
井
サ
ク
ラ
」
の
育

成
管
理
に
つ
い
て
、
東
京
五
輪

２
０
２
０
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
競
技
の
市
域
通
過
が
決
定
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
た
、
市
の
対

応
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

休
日
診
療
の
た
め

休
日
診
療
の
た
め
のの
当
番
当
番

薬
局
を
事
業
化
し
な
い

薬
局
を
事
業
化
し
な
い
かか

鈴
木
成
夫

（
み
ら
い
）

　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
き

ら
り
の
実
施
事
業
は
、
利
用
対

象
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
て
い

る
か
。
契
巡
回
相
談
の
現
状
と

課
題
解
消
に
向
け
た
考
え
は
。

形
開
設
５
年
を
機
に
、
事
業
詳

細
計
画
を
見
直
さ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
提
供
し

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い

て
は
、
一
定
程
度
高
い
評
価
を

い
た
だ
き
、
そ
れ
な
り
に
お
応

え
し
て
い
る
が
、
市
内
対
象
施

設
全
て
に
対
し
巡
回
を
行
う
こ

と
は
、
専
門
職
の
人
員
的
に
も
、

施
設
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
状
況
か

ら
も
、
か
な
り
難
し
い
状
態
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
、
人

員
体
制
や
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
更
に
充
実
さ
せ
、

一
層
の
発
展
に
努
め
、
早
期
発

見
に
つ
い
て
、
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
と
一
緒

に
手
だ
て
を
検
討
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
思
い
が
あ
る
。
ま
た
、

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
か
ら
小
・
中
学
校
と
の

連
携
に
は
ま
だ
課
題
が
あ
る
と

の
ご
指
摘
も
あ
り
、
よ
り
一
層

連
携
に
注
力
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
形
将
来
的
に

計
画
更
新
も
必
要
と
な
る
こ
と

を
視
野
に
入
れ
、
未
着
手
事
業

の
検
討
を
早
急
に
行
い
、
ま
だ

療
育
機
関
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
、
発
達
に
心
配
の
あ
る
児
童

の
ニ
ー
ズ
の
集
約
、
把
握
の
た

め
に
は
、
巡
回
相
談
の
よ
う
に
、

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
き
ら

り
か
ら
出
向
い
て
い
く
こ
と
が

必
要
な
方
策
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
発
達
支
援
施
策

子
ど
も
発
達
支
援
施
策
のの

事
業
総
括
を
し
な
い

事
業
総
括
を
し
な
い
かか

沖
浦
あ
つ
し

（
こ
が
あ
す
）

　

契
図
書
館
の
団
体
貸
出
し
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
か
は
任
意

で
あ
る
が
、
全
く
利
用
を
し
て

い
な
い
学
校
が
あ
る
。
そ
の
理

由
は
。
形
一
度
利
用
を
止
め
て

し
ま
う
と
復
活
し
づ
ら
い
制
度

に
な
っ
て
い
る
。
特
に
選
書
に

関
し
て
負
担
を
感
じ
る
人
が
多

い
の
で
は
な
い
か
。
あ
ら
か
じ

め
パ
ッ
ク
詰
め
し
た
も
の
を
提

供
す
る
方
が
助
か
る
と
い
う
声

が
あ
る
。
団
体
貸
出
し
パ
ッ
ク

を
行
わ
な
い
か
。
径
通
年
で
未

利
用
の
学
校
、
学
級
を
何
と
か

し
た
い
。
団
体
貸
出
し
パ
ッ
ク

を
他
の
学
年
の
分
も
実
施
す
る

こ
と
は
、
現
状
以
上
に
予
算
が

か
か
る
話
で
は
な
く
、
む
し
ろ

作
業
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
。

す
ぐ
に
で
も
取
り
掛
か
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
利
用
し

て
い
な
い
学
校
、
学
級
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
は
把
握
し
て

い
な
い
。
形
他
市
の
事
例
も
あ

り
、
本
市
で
も
実
施
で
き
る
か

調
査
、
検
討
し
て
い
る
。
図
書

館
本
館
で
こ
の
２
学
期
の
団
体

貸
出
し
か
ら
、
一
年
生
用
に
、

団
体
貸
出
し
パ
ッ
ク　

冊
詰
め

３０

を
９
箱
作
っ
た
。
貸
出
状
況
を

参
考
に
更
に
検
討
を
進
め
る
。

径
未
利
用
の
学
校
に
は
訪
問
す

る
機
会
に
案
内
す
る
な
ど
、
状

況
も
伺
う
。
団
体
貸
出
し
パ
ッ

ク
方
式
に
し
た
場
合
、
保
管
場

所
や
作
業
場
所
も
必
要
に
な
り
、

適
所
が
な
い
の
が
現
状
だ
が
、

今
後
柔
軟
に
検
討
し
て
い
く
。

読
書
環
境
向
上
へ
図
書

読
書
環
境
向
上
へ
図
書
館館

団
体
貸
出
し
の
改
善

団
体
貸
出
し
の
改
善
をを

宮
下　

誠

（
公
明
党
）

　

社
会
貢
献
型
投
資
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
ボ
ン
ド

（
Ｓ
Ｉ
Ｂ
）
は
、
世
界
に
広
が

り
つ
つ
あ
る
官
民
連
携
の
社
会

的
投
資
ス
キ
ー
ム
だ
。
こ
れ
は
、

行
政
が
担
い
切
れ
な
い
社
会
サ

ー
ビ
ス
を
、
専
門
性
の
高
い
民

間
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し
、

事
業
の
社
会
的
価
値
、
成
果
に

応
じ
て
行
政
が
対
価
を
支
払
う

仕
組
み
。
今
年
６
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
未
来
投
資
戦
略
２
０

１
８
で
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
活
用
と

普
及
に
向
け
、
内
閣
府
に
よ
る

分
野
別
や
分
野
横
断
的
な
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
明
記
し
、

政
府
は
更
な
る
普
及
へ
力
を
注

い
で
い
る
。
既
に
八
王
子
市
で

は
、
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
率

向
上
の
た
め
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
手
法
を

導
入
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取

組
は
、
行
政
の
お
金
の
使
い
方

と
い
う
面
で
意
味
が
あ
る
。
我

が
市
で
も
活
用
し
な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

調
べ
た
と

こ
ろ
、
神
戸
市
で
は
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を

活
用
し
て
、
糖
尿
病
性
腎
症
重

症
化
予
防
事
業
と
し
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
目
標
以
上
の
成
果

と
な
れ
ば
、
成
果
報
酬
を
支
払

っ
て
も
医
療
費
適
正
化
効
果
の

４
倍
も
の
財
政
効
果
が
得
ら
れ

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
本
市

と
し
て
は
大
い
に
参
考
に
な
る
。

今
後
、
市
政
に
い
か
せ
る
よ
う

研
究
し
た
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

ま
ず
は
先

行
事
例
の
経
緯
等
の
条
件
を
勉

強
し
た
い
。
初
め
て
の
提
案
で

あ
り
、
し
っ
か
り
受
止
め
た
い
。

成
果
に
応
じ
て
支
払

成
果
に
応
じ
て
支
払
うう

社
会
貢
献
型
投
資
活
用

社
会
貢
献
型
投
資
活
用
をを

篠
原
ひ
ろ
し

（
改
革
連
合
）

　

徳
川
吉
宗
、
大
岡
越
前
の
命

に
よ
り
現
関
野
町
に
拠
点
（
陣

屋
）
を
置
き
、
武
蔵
野
か
ら
現

埼
玉
県
に
至
る
武
蔵
野
台
地
の

新
田
開
発
に
尽
力
し
、
成
し
遂

げ
た
川
崎
平
右
衛
門
は
二
宮
尊

徳
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
業
績

を
残
し
た
。
そ
の
業
績
を
確
認

し
、
ま
た
評
価
し
て
現
代
に
い

か
す
研
究
会
が
２
年
前
に
発
足

し
て
い
る
。

　

拠
点
が
置
か
れ
て
い
た
小
金

井
市
こ
そ
、
こ
の
研
究
会
開
催

に
積
極
的
に
関
わ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

元
禄
大
地
震
、
宝
永
大
地
震
、

富
士
山
大
噴
火
の
天
災
を
受
け

た
こ
の
一
帯
を
役
人
が
ト
ッ
プ

に
立
っ
て
新
田
開
発
、
立
て
直

し
に
取
り
組
ん
だ
時
に
は
農
民

は
動
か
な
か
っ
た
が
、
上
か
ら

言
っ
て
や
る
の
で
は
な
く
話
し

合
い
、
力
を
合
わ
せ
て
や
る
と

い
う
意
識
を
持
た
せ
、
進
ま
な

か
っ
た
立
て
直
し
を
民
衆
の
協

働
意
識
を
引
き
出
し
て
新
田
開

発
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
は
こ
れ

か
ら
の
市
民
協
働
の
時
代
に
考

え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
方
策

だ
と
思
う
。

　

生
涯
学
習
部
長　

川
崎
平
右

衛
門
の
業
績
は
質
問
の
と
お
り

で
小
金
井
市
の
象
徴
で
あ
る
桜

も
小
金
井
橋
を
中
心
と
し
て
玉

川
上
水
に
植
え
た
の
が
始
ま
り

で
あ
る
。
功
績
を
広
め
る
目
的

の
研
究
会
の
催
し
に
は
教
育
委

員
会
と
し
て
も
そ
の
趣
旨
に
大

い
に
賛
同
す
る
。

川
崎
平
右
衛
門
研
究
会

川
崎
平
右
衛
門
研
究
会
をを

誘
致
し
よ

誘
致
し
よ
うう白

井　

亨

（
こ
が
お
も
）

　

女
性
管
理
職
比
率
の
高
さ
は

業
績
に
影
響
す
る
と
い
う
民
間

の
調
査
デ
ー
タ
も
あ
る
。
小
金

井
市
の
女
性
管
理
職
割
合
は

　

・
６
％
で
多
摩　

市
中　

番

１３

２６

１６

目
と
少
し
低
い
。
契
市
の
女
性

管
理
職
比
率
に
対
す
る
目
標
は
。

形
女
性
に
関
す
る
昇
進
意
欲
に

課
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

径
民
間
の
調
査
・
分
析
に
よ
る

と
女
性
昇
任
意
欲
を
引
き
下
げ

る
の
は
「
不
平
等
」「
長
時
間
労

働
」
と
あ
る
。
市
で
も
女
性
の

昇
任
意
欲
を
育
む
職
場
環
境
作

り
の
た
め
の
実
態
調
査
・
分
析

を
し
て
は
ど
う
か
。
恵
結
局
は

多
様
性
が
課
題
で
あ
る
。
今
後

ど
う
取
り
組
む
か
。

　

総
務
部
長　

契
女
性
職
員
の

昇
任
試
験
申
込
率
を
主
任
職　
３５

％
、
係
長
職　

％
と
い
う
目
標

２５

に
し
て
い
る
。
昨
年
実
績
は
そ

れ
ぞ
れ　

・
９
％
、　

・
９
％

２６

１５

で
あ
る
。
形
係
長
職
・
主
任
職

の
昇
任
試
験
へ
の
申
込
率
が
低

い
こ
と
か
ら
、
昇
任
意
欲
が
高

い
と
は
言
え
な
い
。
管
理
職
者

と
し
て
の
仕
事
の
や
り
が
い
等

が
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
等
の

点
で
仕
事
量
が
多
い
と
思
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
要
因
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
径
非
常
に

意
義
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
、

そ
の
方
法
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

恵
能
力
や
実
績
に
つ
い
て
適
正

に
評
価
す
る
と
と
も
に
、
支
援

制
度
を
利
用
し
や
す
く
す
る
。

ま
た
、
管
理
職
の
労
働
時
間
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

人
と
組
織
の
デ
ザ
イ

人
と
組
織
の
デ
ザ
イ
ンン

女
性
管
理
職
比
率
に
つ
い

女
性
管
理
職
比
率
に
つ
い
てて

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問
（４面〜６面）９月４日、５日、６日、７日

会 派 の 略 称
（ 自民党・信頼 ） 自由民主党・信頼の小金井

（ 日本共産党 ） 日本共産党小金井市議団

（ 公 明 党 ） 小金井市議会公明党

（ み ら い ） みらいのこがねい

（ こ が お も ） 小金井をおもしろくする会

（ 市 民 会 議 ） こがねい市民会議

（ 情 報 公 開 ） 情報公開こがねい

（ 改 革 連 合 ） 改革連合

（ 生活者ネット ） 生活者ネットワーク

（ こ が あ す ） 小金井の明日をつくる会

（ 市民カエル ） 市民といっしょにカエル会

（ 緑・つながる ） 緑・つながる小金井



平成３０年（２０１８年）１１月２８日発行－５－　　（２６２号） 市 議 会 だ よ り

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

　

虚
４
年
後
の
小
学
校
児
童
数

予
測
は　

名
増
加
。
学
区
域
の

８２８

見
直
し
だ
け
で
な
く
、
稀
に
見

る
児
童
増
加
へ
の
対
応
が
必
要
。

　

教
育
長　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
編
成
し
て
年
度
末
ま
で

に
方
針
案
を
示
し
た
後
、
小
金

井
市
立
小
学
校
及
び
学
区
域
の

在
り
方
方
針
を
策
定
す
る
。

　

許
全
小
学
校
に
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
配
置
後
５
年
が
経
過
し

た
今
こ
そ
、
ま
ず
放
課
後
子
ど

も
教
室
の
目
指
す
べ
き
姿
を
担

当
課
が
示
し
て
課
題
を
関
係
者

と
共
有
す
べ
き
。
契
平
均
週
２

回
の
開
催
状
況
を
十
分
と
考
え

る
か
。
形
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
始
め
、
他
市
よ
り
低
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
謝
礼
単
価
を
早
急
に

見
直
す
べ
き
。
径
放
課
後
子
ど

も
教
室
拡
充
に
向
け
て
担
当
の

最
大
限
の
努
力
を
求
め
る
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
決
し
て

十
分
で
な
い
。
形
活
躍
で
き
る

環
境
を
整
え
る
の
は
我
々
の
責

務
で
あ
る
。
径
担
当
と
し
て
課

題
解
決
に
努
め
る
所
存
で
あ
る
。

　

距
放
課
後
を
本
気
で
考
え
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た

市
民
の
力
を
結
集
さ
せ
る
た
め

に
は
、
放
課
後
の
子
ど
も
達
の

在
り
方
を
担
当
課
が
示
し
た
上

で
放
課
後
子
ど
も
教
室
、
学
童

保
育
、
児
童
館
、
公
民
館
が
担

う
役
割
を
定
め
、
市
民
と
共
有

で
き
る
放
課
後
の
総
合
的
ビ
ジ

ョ
ン
を
早
急
に
策
定
す
べ
き
。

　

教
育
長　

放
課
後
の
子
ど
も

の
在
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
検

討
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。

学
区
域
の
見
直
し

学
区
域
の
見
直
し
とと

放
課
後
の
在
り
方
を
問

放
課
後
の
在
り
方
を
問
うう

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

　

虚
都
市
農
業
を
円
滑
化
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
。
契
新
た

な
特
定
生
産
地
へ
の
移
行
と
と

も
に
、
市
民
農
園
等
の
整
備
を

進
め
な
い
か
。
形
都
の
補
助
金

を
使
っ
て
ハ
ク
ビ
シ
ン
等
の
害

獣
対
策
を
行
う
べ
き
。

　

市
民
部
長　

契
関
係
部
署
と

連
携
し
、
機
会
を
捉
え
て
対
応

し
た
い
。
形
費
用
対
効
果
を
考

え
慎
重
に
検
討
す
る
。

　

許
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多
様

性
）
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
社

会
的
包
摂
）
を
推
進
し
共
生
社

会
を
進
め
る
た
め
に
。
契
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
等
性
的
少
数
者
の
同
性
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入

を
。
形
レ
イ
ン
ボ
ー
グ
ッ
ズ
を

作
成
し
、
支
援
者
の
見
え
る
化

を
。

　

企
画
財
政
部
長　

契
ま
ず
は

多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
の
実

現
に
向
け
、
人
権
・
男
女
平
等

意
識
が
浸
透
、
定
着
す
る
よ
う
、

情
報
提
供
、
啓
発
活
動
す
る
。

　

市
長　

契
誰
も
が
活
躍
で
き

る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
目
指
し
、

理
解
の
促
進
に
取
り
組
み
た
い
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
教
員
・

児
童
・
生
徒
が
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
る
よ
う
努
め
る
。

　

男
女
共
同
参
画
担
当
課
長　

形
レ
イ
ン
ボ
ー
グ
ッ
ズ
に
つ
い

て
は
、
他
市
の
取
組
状
況
を
参

考
に
研
究
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
障
が
い
児
の
放
課

後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
改
善
、

移
動
支
援
事
業
の
現
状
と
対
策
、

高
齢
者
や
生
活
困
窮
者
の
住
宅

施
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

都
市
農
業
の
振
興
策

都
市
農
業
の
振
興
策
・・

障
が
い
福
祉
施
策
の
推
進

障
が
い
福
祉
施
策
の
推
進
をを

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

　

虚
非
常
勤
職
員
な
し
に
は
市

役
所
の
仕
事
は
回
ら
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
有
期
雇
用
で
、

待
遇
の
低
い
非
常
勤
職
員
を
地

方
公
共
団
体
が
雇
用
す
る
こ
と

は
疑
問
で
あ
る
。
無
期
雇
用
の

正
規
職
員
よ
り
待
遇
を
厚
く
す

べ
き
。
来
年
度
、
待
遇
改
善
を
。

　

総
務
部
長　

今
後
の
待
遇
改

善
に
つ
い
て
、
職
員
団
体
と
の

協
議
が
必
要
で
あ
る
。
正
規
職

員
給
与
や
他
市
状
況
な
ど
踏
ま

え
、
全
体
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

許
閉
店
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

２
年
半
の
福
祉
売
店
「
り
ん
く

の
店
」
に
つ
い
て
。
契
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
で
の
イ
ベ
ン
ト
販
売

は
。
形
以
前
、
常
設
で
は
な
く

ワ
ゴ
ン
販
売
と
い
う
答
弁
が
出

て
い
た
が
、
常
設
で
の
店
舗
設

置
を
要
望
す
る
。
径
福
祉
売
店

の
意
義
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契　

月
７

１１

日
か
ら
９
日
の
３
日
間
で
行
う

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
形
ワ
ゴ
ン

販
売
は
例
示
的
に
紹
介
し
た
。

店
舗
等
、
ワ
ゴ
ン
販
売
と
い
う

こ
と
も
含
め
て
進
捗
に
合
わ
せ

検
討
し
て
い
き
た
い
。
径
障
害

者
福
祉
法
に
売
店
設
置
の
規
定

が
あ
る
。
工
賃
確
保
や
障
が
い

理
解
の
推
進
、
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
貴
重
な
場
に
な
る
。

■
そ
の
他
、
車
椅
子
使
用
の
児

童
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
求

め
、
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
推
進
法
成
立
に
よ
る

市
の
取
組
を
確
認
し
ま
し
た
。

非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善

非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
をを

／
福
祉
売
店
の
常
設

／
福
祉
売
店
の
常
設
をを

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

　

虚
保
育
の
量
と
質
の
拡
充
を

求
め
る
。
契
待
機
児
童
解
消
に

つ
い
て
、
今
後
事
業
計
画
を
作

る
と
し
て
い
る
が
来
年
度
の
目

標
と
計
画
を
持
つ
べ
き
。
形
公

立
保
育
園
の
民
営
化
計
画
に
つ

い
て
の
見
直
し
と
保
育
の
質
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
求
め
る
。

径
公
立
保
育
園
の
保
育
士
体
制

に
つ
い
て
保
護
者
か
ら
不
安
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。
来
年
度

も
正
規
保
育
士
の
新
規
採
用
を

行
う
べ
き
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
次
期

計
画
策
定
期
間
で
、
来
年
度
の

目
標
を
計
画
す
る
予
定
は
な
い
。

あ
る
程
度
の
新
規
園
開
設
を
し

て
い
く
。
形
現
在
庁
内
で
検
討

し
て
い
る
。
径
園
の
運
営
に
支

障
が
な
い
よ
う
、
必
要
な
職
員

の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　

許
東
小
金
井
駅
高
架
下
へ
の

市
政
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い

て
問
う
。
契
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。
形
整
備
予
定
地
に
あ
る
福

祉
共
同
作
業
所
が
新
福
祉
会
館

に
設
置
さ
れ
る
。
早
急
に
方
向

を
明
ら
か
に
す
べ
き
。

　

企
画
財
政
部
長　

契
平
成　
２６

年
に
庁
内
検
討
委
員
会
を
設
置

し
た
。
出
張
所
等
を
増
や
す
方

向
で
は
な
く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
施
設
と
定
義
し
て

い
る
。
具
体
的
な
機
能
を
抽
出

す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

形
一
定
の
方
向
性
と
市
民
参
加

手
法
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め

る
。
空
き
家
に
な
ら
な
い
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

保
育
の
量
と
質

保
育
の
量
と
質
のの

拡
充
を
求
め

拡
充
を
求
め
るる

河
野
律
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

　

虚
清
里
山
荘
の
設
備
修
繕
等

を
行
い
、
よ
り
快
適
な
施
設
に
。

　

生
涯
学
習
部
長　

修
繕
等
、

適
切
な
方
法
で
維
持
管
理
す
る
。

　

許
請
書
の
省
略
等
、
契
約
事

務
の
効
率
化
に
よ
り
行
革
の
推

進
と
事
業
者
の
負
担
軽
減
を
。

　

総
務
部
長　

検
討
す
る
。

　

距
防
災
倉
庫
の
設
置
に
係
る

補
助
金
制
度
の
創
設
を
。

　

市
長　

し
っ
か
り
検
討
す
る
。

　

鋸
上
水
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

階
段
に
手
す
り
の
設
置
や
排
水

溝
の
詰
ま
り
の
除
去
な
ど
活
用

し
や
す
い
施
設
に
。

　

生
涯
学
習
部
長　
　

月
を
目

１１

途
に
設
置
し
、
排
水
溝
は
清
掃

等
の
対
応
を
し
た
い
。

　

漁
保
育
所
に
通
う
子
ど
も
の

使
用
済
み
お
む
つ
の
持
ち
帰
り

を
見
直
し
、
保
護
者
・
事
業
者

の
負
担
軽
減
を
図
ら
な
い
か
。

　

市
長　

公
立
園
で
課
題
の
検

討
を
す
る
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

民
間
園

に
状
況
把
握
調
査
を
実
施
す
る
。

　

禦
小
金
井
街
道
北
口
歩
道
の

歩
行
者
の
滞
留
解
消
へ
、
都
に

拡
幅
の
積
極
的
な
働
き
か
け
を
。

　

都
市
整
備
部
長　

都
に
早
期

の
整
備
完
了
を
要
望
す
る
。

　

魚
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に

　

年
間
で
千　

億
円
の
経
費
が

３５

５００

試
算
さ
れ
て
い
る
中
、
経
営
視

点
で
の
資
産
活
用
か
ら
公
共
施

設
整
備
の
方
向
性
を
見
定
め
遅

き
に
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

組
織
体
制
を
整
備
し
な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

経
営
的
な

検
討
と
庁
内
周
知
を
進
め
た
い
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
とと

行
革
の
推
進

行
革
の
推
進
ををた

ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

　

虚
今
、
全
国
の
自
治
体
で
給

食
の
無
償
化
が
進
ん
で
い
る
。

本
来
憲
法　

条
で
義
務
教
育
は

２６

無
償
と
さ
れ
て
い
る
の
に
実
際

に
は
給
食
費
な
ど
年
間
５
万
円

か
ら
７
万
円
も
教
育
に
お
金
が

か
か
っ
て
い
る
。
保
護
者
の
経

済
的
負
担
は
大
き
い
。
経
済
力

の
差
に
よ
ら
ず
全
て
の
子
ど
も

に
食
事
が
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
福
祉
だ
け
で
な
く

食
育
の
観
点
で
も
食
や
健
康
に

関
す
る
格
差
は
な
く
さ
な
い
と

い
け
な
い
。
市
は
学
校
給
食
の

無
償
化
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

保
護
者
の

方
に
負
担
を
お
願
い
し
て
い
る
。

今
の
考
え
方
で
い
き
た
い
。

　

許
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化

が
他
市
と
比
べ
て
進
ん
で
い
な

い
。
ま
た
全
て
の
教
室
・
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
も
さ

れ
て
い
な
い
。
ト
イ
レ
を
我
慢

す
る
子
ど
も
や
、
暑
く
て
授
業

に
集
中
で
き
な
い
子
ど
も
が
い

る
。
契
ト
イ
レ
と
エ
ア
コ
ン
の

早
急
の
整
備
を
行
う
べ
き
。
形

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
熱
中

症
対
策
と
し
て
子
育
て
世
代
や

高
齢
者
へ
の
補
助
も
す
る
べ
き
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
ト
イ
レ

や
教
室
の
エ
ア
コ
ン
は
計
画
的

に
行
い
、
体
育
館
に
つ
い
て
は

検
討
し
た
い
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

形
今
後

と
も
考
え
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
中
小
企
業
支
援
や

そ
の
た
め
の
条
例
の
制
定
と
国

有
地
を
福
祉
施
設
に
活
用
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

学
校
給
食
を
無
償
化

学
校
給
食
を
無
償
化
しし

食
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

食
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
をを

板
倉
真
也

（
日
本
共
産
党
）

　

来
年
４
月
か
ら
の
フ
ロ
ア
案

内
業
務
、
郵
送
請
求
業
務
を
皮

切
り
に
、
市
民
課
窓
口
業
務
の

民
間
委
託
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
。
契
情
報
漏
え

い
の
不
安
、
偽
装
請
負
の
懸
念

に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
の
か
。
形
対
応
方

針
を
持
た
ず
に
突
き
進
も
う
と

し
て
い
る
の
か
。
径
４
年
間
の

委
託
で
あ
る
た
め
、
４
年
後
に

は
事
業
者
が
変
わ
る
場
合
も
あ

り
得
る
。
そ
う
な
る
と
一
か
ら

や
り
直
し
に
な
る
。
委
託
業
者

の
職
員
は
、
他
に
条
件
が
良
い

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
そ
こ
に
移
っ

て
し
ま
い
、
人
が
入
れ
替
わ
っ

て
い
く
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

委
託
は
即
刻
撤
回
す
べ
き
。

　

市
民
部
長　

契
先
進
事
例
で

出
て
き
た
も
の
を
き
ち
ん
と
踏

ま
え
な
が
ら
、
他
市
の
事
例
も

参
考
に
し
つ
つ
、
注
意
を
払
っ

て
委
託
を
進
め
て
い
く
。
形
先

進
事
例
若
し
く
は
各
省
庁
か
ら

出
て
い
る
通
知
、
質
疑
応
答
集

を
勘
案
し
な
が
ら
、
市
も
業
者

も
き
ち
ん
と
取
り
組
ん
で
い
く

形
に
な
る
。

　

市
長　

径
個
人
情
報
が
漏
え

い
す
る
際
の
原
因
と
い
う
の
は

委
託
か
直
営
か
と
い
う
と
こ
ろ

に
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
の

で
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
業

務
内
容
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て

委
託
を
行
わ
な
い
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。
窓
口
業
務
の

委
託
化
は
慎
重
に
対
応
す
る
が
、

実
現
を
目
指
し
て
成
果
が
上
が

る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

市
民
課
窓
口
業
務

市
民
課
窓
口
業
務
のの

委
託
化
計
画
を
撤
回
せ

委
託
化
計
画
を
撤
回
せ
よよ

村
山
ひ
で
き

（
み
ら
い
）

　

虚
公
園
等
整
備
基
本
方
針
を

策
定
す
べ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
を
開
催
中
で
あ
る
。
契
遊
具

の
保
守
点
検
は
。
形
ま
ち
づ
く

り
条
例
や
宅
地
開
発
等
指
導
要

綱
に
基
づ
く
小
規
模
な
提
供
公

園
に
、
健
康
づ
く
り
促
進
策
と

し
て
高
齢
者
用
の
健
康
器
具
を

設
置
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
を
作
成
し
て
は
。
径
こ
れ
以

上
の
提
供
公
園
は
不
要
で
あ
る
。

早
急
に
条
例
や
要
綱
を
改
正
し

公
園
協
力
金
と
し
て
公
園
全
体

の
維
持
管
理
に
使
う
べ
き
。

　

環
境
部
長　

契
１
年
に
１
回
、

資
格
を
有
す
る
業
者
へ
委
託
し
、

点
検
し
て
い
る
。
形
提
供
公
園

の
活
用
は
公
園
等
整
備
基
本
方

針
の
中
で
重
要
な
テ
ー
マ
の
一

つ
で
あ
り
大
変
面
白
い
。
径
具

体
的
な
協
議
は
公
園
等
整
備
基

本
方
針
の
策
定
後
と
な
る
。

　

許
通
称「
キ
ン
ヒ
バ
リ
の
里
」

約　

坪
の
う
ち
、　

坪
は
平
成

１８０

１３０

　

年
６
月
に
、
は
け
の
自
然
環

２１境
保
全
の
た
め
に
市
に
購
入
を

求
め
る
陳
情
が
提
出
さ
れ
全
会

一
致
に
よ
り
市
が
購
入
し
た
。

残
さ
れ
た
駐
車
場
と
し
て
い
る

民
有
地
の
約　

坪
は
「
は
け
の

５０

自
然
を
大
切
に
す
る
会
」
が
市

民
活
動
に
よ
り
買
取
り
を
行
う

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
運
動
中

で
あ
る
。
集
ま
っ
て
い
る
寄
付

を
市
が
受
け
取
れ
な
い
理
由
は
。

　

環
境
部
長　

負
担
付
の
寄
付

と
な
る
た
め
市
が
購
入
す
る
こ

と
が
前
提
だ
が
、
こ
の
民
有
地

は
所
有
者
か
ら
市
に
買
取
り
の

申
出
が
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

魅
力
あ
る
公
園
整
備

魅
力
あ
る
公
園
整
備
とと

「
キ
ン
ヒ
バ
リ
の
里
」
購

「
キ
ン
ヒ
バ
リ
の
里
」
購
入入
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遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

　

虚
フ
レ
イ
ル
と
は
ス
ト
レ
ス

に
対
す
る
回
復
力
が
低
下
し
た

状
態
を
表
す
。
高
齢
者
の
男
性

７
割
、
女
性
の
９
割
が
フ
レ
イ

ル
に
な
る
統
計
を
見
る
と
、
早

期
の
発
見
と
対
策
が
必
要
で
あ

る
。
契
予
防
施
策
の
現
状
と
フ

レ
イ
ル
予
防
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
は
。
形
基
本
の
食
と
口
腔
ケ

ア
の
実
践
及
び
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
で
、
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業

小
金
井
モ
デ
ル
の
創
設
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
予
防
体

操
と
し
て
約　

か
所
で
小
金
井

５０

さ
く
ら
体
操
を
実
施
し
て
い
る
。

フ
レ
イ
ル
予
防
と
し
て
、
バ
ラ

ン
ス
食
・
適
度
な
運
動
・
地
域

活
動
へ
の
積
極
参
加
の
３
点
が

重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
形

口
腔
ケ
ア
と
栄
養
を
フ
レ
イ
ル

予
防
と
認
識
し
て
の
取
組
は
意

識
付
け
に
な
る
た
め
行
い
た
い
。

　

許
今
後
の
小
学
校
入
学
予
定

者
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
契
人

口
統
計
調
査
の
将
来
予
測
は
。

形
学
級
数
と
学
級
人
数
の
バ
ラ

ン
ス
等
の
年
次
計
画
は
。
径
学

区
域
再
編
成
の
考
え
方
は
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
平
成　
２９

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
児
童

３４

数
は　

・
６
％
増
で　

市
中
、

１９

２６

増
加
率
で
第
１
位
と
な
る
。
形

教
室
が
不
足
す
る
場
合
、
エ
ア

コ
ン
設
置
な
ど
教
室
と
し
て
整

備
し
て
い
る
。
径
児
童
増
加
へ

の
対
応
含
め
、
学
校
教
育
部
３

課
合
同
チ
ー
ム
で
対
応
す
る
。

■
そ
の
他
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
理

解
と
周
知
」「
薬
物
乱
用
防
止
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

健
康
寿
命
延
伸
の
鍵

健
康
寿
命
延
伸
の
鍵
はは

「
フ
レ
イ
ル
予
防

「
フ
レ
イ
ル
予
防
」」

湯
沢
綾
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

　

虚
目
黒
区
で
余
り
に
も
痛
ま

し
い
虐
待
事
件
が
起
き
た
。
児

童
相
談
所
の
虐
待
対
応
件
数
は

年
々
増
加
し
、
人
手
不
足
が
心

配
さ
れ
る
中
、
市
町
村
と
の
役

割
分
担
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

市
は
要
保
護
児
童
の
情
報
共

有
や
支
援
方
法
の
検
討
を
行
う

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

（
要
対
協
）
を
設
置
し
て
い
る
。

要
対
協
の
現
状
と
児
童
相
談
所

と
の
連
携
状
況
は
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

要
対
協

で
は
進
行
管
理
台
帳
を
作
成
し

て
定
期
的
に
登
録
ケ
ー
ス
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。
法
改
正

に
よ
り
、
地
域
に
よ
る
支
援
が

適
切
な
事
例
は
児
童
相
談
所
か

ら
市
に
送
致
す
る
こ
と
も
可
能

と
な
っ
た
。
東
京
都
と
の
共
通

ル
ー
ル
を
見
直
し
て
い
く
。　

　

許
乳
幼
児
健
診
を
未
受
診
の

子
ど
も
は
リ
ス
ク
が
高
い
と
言

わ
れ
る
。
未
受
診
者
の
所
在
や

状
況
等
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

保
健
師
が

電
話
や
自
宅
訪
問
に
よ
り
確
認

し
て
い
る
。
必
要
に
応
じ
て
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
調

査
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

距
学
校
や
教
職
員
は
虐
待
を

発
見
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
が
、

疑
い
を
発
見
し
た
場
合
の
迅
速

な
対
応
は
と
れ
て
い
る
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

連
絡
な
く

欠
席
す
る
児
童
生
徒
の
状
況
把

握
に
努
め
、
あ
ざ
が
あ
っ
た
り
、

食
事
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
り

す
る
場
合
は
す
ぐ
に
保
護
・
支

援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

児
童
虐
待
の
防
止
の
た
め

児
童
虐
待
の
防
止
の
た
め
にに

斎
藤
康
夫

（
市
民
会
議
）

　

契
日
本
で
は
、
精
神
科
入
院

患
者
の
社
会
的
入
院
数
が
多
い

と
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
国
や

都
の
今
後
の
意
向
は
ど
う
か
。

ま
た
、
社
会
的
入
院
患
者
を
地

域
移
行
・
定
着
さ
せ
る
た
め
の

問
題
点
は
何
か
。
形
要
介
護
状

態
の
方
が
地
域
で
暮
ら
し
、
医

療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援

が
一
体
的
に
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
準
備
状
況
は
。
径
現
在
、
０

歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
待
機
児
童

が
ま
だ
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

自
宅
で
保
育
し
た
い
家
庭
に
経

済
的
援
助
を
行
い
、
解
消
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
あ
る
自
治
体

で
は
０
歳
児
保
育
に
月
額　

万
４０

円
近
く
税
負
担
を
し
て
い
る
と

の
デ
ー
タ
が
あ
る
。
そ
れ
以
内

の
額
で
あ
れ
ば
補
助
金
を
交
付

し
て
自
宅
保
育
を
し
て
い
た
だ

き
、
待
機
児
解
消
す
べ
き
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
国
や
都

は
、
必
ず
し
も
入
院
を
必
要
と

し
な
い
患
者
の
地
域
移
行
を
推

進
し
、
長
期
入
院
患
者
減
少
を

目
指
し
て
い
る
。
各
事
業
所
の

報
酬
額
で
苦
労
が
あ
る
と
思
う

が
、
国
等
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
決
定
し
て
い
る
の
で
研
究

し
た
い
。
形
団
塊
の
世
代
が　
７５

歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
を

目
途
に
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指

し
て
い
る
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

径
自
治

体
と
し
て
ど
こ
ま
で
対
応
で
き

る
か
難
し
い
。
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
て
可
能
な
範
囲
で
対
応
し

た
い
。

住
宅
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

住
宅
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・・

医
療
の
充

医
療
の
充
実実

田
頭
祐
子

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

虚
契
東
京
都
の
避
難
所
運
営

の
指
針
に
は
、
女
性
の
視
点
に

配
慮
し
た
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
が

あ
る
。
市
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
対

応
し
て
い
る
か
。
形
梶
野
公
園

で
は
炊
き
出
し
訓
練
や
焼
き
芋

大
会
も
出
来
る
よ
う
に
か
ま
ど

ベ
ン
チ
を
増
や
さ
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

契
女
性
や
子
ど

も
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
や
異
性
介
護
者

へ
の
配
慮
な
ど
、
誰
も
が
生
活

し
や
す
い
運
営
を
参
考
に
、
市

の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
見
直
す
。

　

環
境
部
長　

形
今
後
の
計
画

は
地
域
安
全
課
と
協
議
し
防
災

計
画
で
の
位
置
づ
け
が
必
要
。

　

許
契
在
宅
医
療
・
介
護
の
市

民
相
談
窓
口
は
ど
こ
か
。
形
市

内
の
在
宅
・
訪
問
医
療
機
関
数

と
高
齢
化
や
要
介
護
の
実
態
、

在
宅
で
の
看
取
り
に
つ
い
て
、

市
の
現
状
分
析
と
課
題
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
市
内
４

か
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
あ
る
。
形
在
宅
医
療
が
で

き
る
先
生
方
は
少
な
い
。
必
要

数
は
未
研
究
で
、
看
取
り
の
調

査
も
行
っ
て
い
な
い
。
柏
市
は

看
取
り
数
の
目
標
値
を
持
つ
な

ど
立
派
で
あ
り
、
研
究
し
た
い
。

　

距
不
登
校
、
い
じ
め
に
つ
い

て
。
子
ど
も
の
権
利
侵
害
は
無

く
な
っ
て
い
な
い
。
救
済
ま
で

導
く
第
三
者
機
関
と
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
の
必
要
性
を
問
う
。

　

教
育
長　

全
て
の
先
生
が
全

て
の
子
ど
も
の
相
談
に
応
じ
る

事
が
で
き
る
校
内
体
制
を
整
え

る
事
が
大
事
。
教
師
の
聴
く
力

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
る
。

か
ま
ど
ベ
ン
チ
・
訪
問
医

か
ま
ど
ベ
ン
チ
・
訪
問
医
療療

・
子
ど
も
オ
ン
ブ

・
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズズ

片
山　

薫

（
市
民
カ
エ
ル
）

　

虚
契
小
田
原
市
を
参
考
に
生

活
保
護
の
し
お
り
の
改
善
と
Ｈ

Ｐ
で
の
掲
載
を
。
形
エ
ア
コ
ン

設
置
の
周
知
と
修
理
代
を
住
宅

維
持
費
で
。
径
担
当
ケ
ー
ス
を

１
人　

世
帯
以
下
に
。
女
性
、

８０

経
験
者
、
専
門
職
の
配
置
を
。

恵
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
。

慶
福
祉
総
合
相
談
は
現
庁
舎
か

ら
始
め
る
べ
き
。
慧
措
置
入
院

退
院
後
の
地
域
支
援
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
合
理
的

配
慮
の
観
点
で
協
議
す
る
。
Ｈ

Ｐ
は
検
討
す
る
。
形
随
時
周
知

し
、
機
会
が
あ
れ
ば
都
に
相
談

し
た
い
。
径
現
在
は
平
均　

世
１１０

帯
で
、
女
性
は
一
定
措
置
し
て

い
る
。
経
験
豊
富
で
資
格
あ
る

職
員
が
必
要
。
恵
ア
ン
ケ
ー
ト

は
受
け
止
め
る
。
慶
内
部
で
検

討
し
て
い
る
。
慧
庁
内
で
情
報

共
有
し
て
協
力
し
て
い
る
。

　

市
長　

生
活
保
護
は
憲
法
に

保
障
さ
れ
た
大
切
な
も
の
で
あ

る
。
利
用
者
が
新
た
な
気
付
き

を
得
る
節
目
に
な
る
。

　

許
契
い
じ
め
防
止
条
例
は
、

当
事
者
の
意
見
反
映
、
子
ど
も

の
権
利
条
例
に
基
づ
く
制
定
を
。

子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
と

連
動
し
て
検
討
を
。
形
松
本
市

子
ど
も
の
権
利
条
例
に
つ
い
て
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
子
ど
も

の
権
利
条
例
と
大
き
く
関
わ
る
。

　

児
童
青
少
年
課
長　

形
周
知

方
法
な
ど
参
考
に
し
た
い
。

■
そ
の
他
、「
社
会
教
育
と
公

民
館
活
動
に
よ
る
住
民
自
治
を

市
の
政
策
基
本
に
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
質
問
し
ま
し
た
。

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
をを

行
政
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

行
政
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
にに

渡
辺
大
三

（
情
報
公
開
）

　

庁
舎
・
福
祉
会
館
建
設
に
つ

い
て
。
契
広
場
・
緑
地
面
積
を

最
大
に
で
き
る
配
置
案
（
Ｂ
儿

２
案
な
ど
が
参
考
と
な
る
）
を

採
用
す
べ
き
。
形
式
的
な
説
明

会
で
は
な
く
、
全
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
等
の
手
法
で
市
民
の
意
向

を
確
認
す
べ
き
。
民
意
に
信
を

置
い
て
物
事
を
進
め
て
い
く
の

が
早
道
で
あ
る
。
形
蛇
の
目
ミ

シ
ン
工
場
跡
地
の
大
型
樹
木
の

保
全
に
つ
い
て
再
度
問
う
。
そ

の
後
、
保
全
し
た
い
と
考
え
る

に
至
っ
た
樹
木
は
あ
る
の
か
。

何
も
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
の
か
。

径
清
掃
関
連
施
設
の
敷
地
内
暫

定
仮
移
設
を
避
け
る
工
夫
を
。

４
、
５
年
の
た
め
に
１
億
６
千

万
円
と
い
う
余
計
な
お
金
は
使

う
べ
き
で
な
い
。

　

市
長　

契
私
の
総
合
的
判
断

で
Ｃ
ｒ
ｅ
儿
２
を
選
択
し
た
。

説
明
会
を
通
じ
理
解
を
求
め
る
。

　

総
務
部
長　

形
具
体
的
方
針

は
決
定
し
て
い
な
い
。
現
地
を

見
て
、
魅
力
を
認
識
し
た
。

　

環
境
部
長　

径
市
と
し
て
Ｃ

ｒ
ｅ
儿
２
で
決
定
し
た
の
で
仮

移
転
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

議
員
ご
提
案
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
や
は
り
Ｂ
儿
２
か
Ｃ
儿
２

し
か
な
い
と
思
う
。

■
そ
の
他
、「
市
長
の
選
挙
公

約
は
緊
急
に　

億
円
を
生
み
出

４０

す
人
件
費
の
削
減
だ
っ
た
。
し

か
し
、
総
額
人
件
費
が
就
任
以

来
増
え
て
い
る
。
公
約
に
反
す

る
と
認
め
る
か
」
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
が
、
市
長
か
ら
答

弁
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
民
常
識
に
適
合
し

市
民
常
識
に
適
合
し
たた

庁
舎
・
福
祉
会
館
建
設

庁
舎
・
福
祉
会
館
建
設
にに

森
戸
洋
子

（
日
本
共
産
党
）

　

虚
国
の
施
策
は
問
題
だ
が
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
在
宅
で
過

ご
す
た
め
、
医
療
と
介
護
の
連

携
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

医
師
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に

よ
る
課
題
把
握
と
数
値
目
標
の

設
定
、
主
治
医
・
副
主
治
医
制
、

後
方
支
援
体
制
の
確
立
、
夜
間

や　

時
間
対
応
型
訪
問
看
護
、

２４
介
護
体
制
の
強
化
を
求
め
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

在
宅
医
療

と
介
護
の
連
携
は
、
本
市
と
し

て
の
明
確
な
方
針
が
定
ま
っ
て

い
な
い
。
今
後
医
師
会
の
協
力

の
も
と
、
指
摘
さ
れ
た
課
題
解

決
と
具
体
的
な
体
制
作
り
を
含

め
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

許
東
町
四
丁
目
の
ス
ー
パ
ー

出
店
に
つ
い
て
、
周
辺
住
民
、

学
校
、
商
店
会
に
説
明
す
る
よ

う
要
請
し
て
き
た
。
契
市
の
見

解
は
。
形
東
側
の
駐
車
場
を
借

り
る
な
ど
路
上
駐
車
の
防
止
対

策
を
求
め
る
。
径
各
商
店
で
の

ミ
ニ
講
座
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
を
実

施
す
る
な
ど
商
店
街
の
支
援
を

強
化
し
な
い
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
要
請
を

受
け
、
新
小
金
井
駅
や
東
小
金

井
駅
南
口
の
商
店
会
等
に
説
明

す
る
よ
う
連
絡
し
た
。
事
業
者

も
誠
意
を
持
っ
て
対
応
す
る
旨

の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、

小
中
学
校
に
も
説
明
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
る
。
形
路
上
駐
車

禁
止
の
注
意
喚
起
を
行
う
と
確

認
し
て
い
る
。

　

市
民
部
長　

径
提
案
は
商
店

街
の
活
性
化
に
資
す
る
も
の
で
、

商
店
会
と
も
意
見
交
換
し
た
い
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
のの

在
り
方
に
つ
い
て
問

在
り
方
に
つ
い
て
問
うう

紀
由
紀
子

（
公
明
党
）

　

虚
檜
原
村
で
は
、
お
た
ふ
く

か
ぜ
（
流
行
性
耳
下
腺
炎
）
の

予
防
の
た
め
本
年
７
月
か
ら
ワ

ク
チ
ン
の
任
意
接
種
の
公
費
助

成
を
実
施
し
た
。
罹
患
し
て
難

聴
に
な
る
こ
と
も
あ
り
一
生
に

関
わ
る
こ
と
と
な
る
。
契
公
費

助
成
を
行
わ
な
い
か
。
形
医
師

会
か
ら
話
は
あ
る
か
。
径
半
額

助
成
す
る
と
財
源
は　

万
円
程

３００

度
必
要
と
の
こ
と
だ
が
行
う
べ

き
で
あ
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
慎
重
に

検
討
し
て
い
る
。
形
早
急
に
検

討
す
る
方
が
い
い
と
指
導
が
あ

っ
た
。
径
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

許
首
都
圏
を
中
心
に
飛
沫
感

染
す
る
風
疹
が
急
増
し
て
い
る
。

妊
娠
初
期
の
女
性
が
感
染
す
る

と
赤
ち
ゃ
ん
が
難
聴
や
白
内
障
、

心
臓
病
な
ど
を
伴
う
「
先
天
性

風
疹
症
候
群
」
の
恐
れ
が
あ
る
。

風
疹
の
予
防
接
種
の
周
知
啓
発

や
無
料
の
抗
体
検
査
を
行
わ
な

い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　
　

歳
以
上

１９

の
妊
婦
で
希
望
者
に
つ
い
て
は
、

無
料
の
抗
体
検
査
を
市
内
で
受

け
ら
れ
る
。
５
千
円
の
自
己
負

担
で
接
種
が
受
け
ら
れ
る
。
都

か
ら
市
へ
の
委
託
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
る
。
市
報
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
に
努
め
て
い

る
。
男
性
に
つ
い
て
は
、
東
京

都
全
体
で
検
討
し
て
く
も
の
と

考
え
る
。

■
そ
の
他
、
産
後
ケ
ア
の
拡
充

に
つ
い
て
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
お
た
ふ
く
か

子
ど
も
の
お
た
ふ
く
か
ぜぜ

ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成

ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
をを
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平成３０年（２０１８年）１１月２８日発行－７－　　（２６２号） 市 議 会 だ よ り

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

紀
由
紀
子
（
公
明
党
）

　

児
童
虐
待
の
痛
ま
し
い
事
件
が
二

度
と
起
き
な
い
よ
う
に
緊
急
対
策
が

必
要
で
あ
る
。
国
で
は
公
明
党
の
児

童
虐
待
防
止
策
の
抜
本
強
化
に
向
け

た
緊
急
提
言
を
反
映
さ
せ
、
児
童
福

祉
司
の
大
幅
増
員
や
、
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
の
設
置
促
進
等
も
盛

り
込
ん
だ
児
童
虐
待
防
止
対
策
体
制

強
化
プ
ラ
ン
を
年
内
に
策
定
す
る
。

本
意
見
書
の
中
の
児
童
相
談
所
の
緊

急
増
設
は
、
都
で
な
く
練
馬
区
を
除

く
各
区
が
自
ら
設
置
す
る
と
表
明
し

て
い
る
た
め
違
っ
て
い
る
が
、
そ
の

他
の
部
分
に
賛
成
し
、
本
意
見
書
に

賛
成
す
る
。

 
反
対
討
論
（
要
旨
）

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

１
９
５
１
年
９
月
８
日
に
調
印
さ

れ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約

の
発
効
に
よ
り
、
日
本
の
連
合
国
に

よ
る
占
領
は
終
わ
り
、
日
本
は
主
権

児
童
虐
待
防
止
策
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書

改
憲
発
議
を
行
わ
な
い

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

を
回
復
し
て
い
る
が
、
日
本
国
憲
法

は
、
１
９
４
７
年
５
月
３
日
に
施
行

さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
主
権
が
回
復

す
る
前
、
す
な
わ
ち
独
立
す
る
前
に

施
行
さ
れ
た
憲
法
に
鑑
み
、
必
要
に

応
じ
て
憲
法
を
改
正
す
る
必
要
が
あ

る
。
東
日
本
大
震
災
の
際
、
財
産
権

侵
害
に
当
た
る
と
さ
れ
、
が
れ
き
処

理
が
進
ま
な
か
っ
た
。
緊
急
事
態
法

が
必
要
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
反
対
す

る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

　

安
倍
首
相
が
行
お
う
と
し
て
い
る

改
憲
の
狙
い
は
、
自
衛
隊
の
海
外
派

遣
と
武
力
行
使
の
全
面
合
憲
化
に
あ

る
。
自
衛
の
名
の
下
に
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
も
認
め
、
海
外
で
無
制
限

に
戦
争
で
き
る
軍
隊
を
持
て
る
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
恒
久
平
和
と
戦
争

放
棄
を
う
た
っ
た
日
本
国
憲
法
を
根

本
か
ら
変
え
て
し
ま
い
、
日
本
を
戦

争
が
で
き
る
国
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
国
会
や
国
民
の
間
で
も
議
論

が
不
十
分
で
あ
り
、
多
く
の
国
民
が

望
ん
で
い
な
い
状
況
で
改
憲
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、

賛
成
す
る
。

C
C

C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C

議　

決　

結　

果

【会派略称】　 　　　　　　自：自由民主党・信頼の小金井　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　　み：みらいのこがねい     お：小金井をおもしろくする会
会：こがねい市民会議　　　情：情報公開こがねい　　　　　改：改革連合
ネ：生活者ネットワーク　　明：小金井の明日をつくる会　　市：市民といっしょにカエル会
緑：緑・つながる小金井

意 見 書 ・ 決 議 の 審 議 結 果
○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）

緑市明ネ改情会おみ公共自

※可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。 坂
井
え
つ
子

片
山　
　

薫

沖
浦
あ
つ
し

田
頭　

祐
子

篠
原
ひ
ろ
し

渡
辺　

大
三

斎
藤　

康
夫

白
井　
　

亨

岸
田　

正
義

鈴
木　

成
夫

村
山
ひ
で
き

宮
下　
　

誠

紀　

由
紀
子

小
林　

正
樹

渡
辺
ふ
き
子

森
戸　

洋
子

板
倉　

真
也

た
ゆ　

久
貴

水
上　

洋
志

遠
藤
百
合
子

五
十
嵐
京
子

河
野　

律
子

湯
沢　

綾
子

吹
春
や
す
た
か要　　　旨（提案議員が作成）件　　　名

原案可決○○○○×△○○○○○××××○○○○×議×××

水道料金が４年で倍になった上に、寄生虫混入事故が起きた
シドニーの例もある。世界中の自治体が水道事業民営化から
再公営化している。この分析や周知もない。命の根幹にも関
わる水道事業民営化への反対を求める。

水道事業の民営化を進める水道法改
正案に反対することを求める意見書

原案可決○○○○〇○○○○○○○○○○○○○○○議○○○

３月に目黒区で起きた事件を教訓に、東京都に対して①児童
福祉司の国基準での人員配置と緊急増員を行うこと、②児童
相談所の緊急増設を行うこと、③児童福祉司の人材育成に向
けた対策を早急に行うことを求める。

児童虐待防止策の充実を求める意見
書

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○

障害者雇用についての厚生労働省の調査では、雇用障害者数
が実際は半数にも届いておらず、人数を偽っていたのは、３３
の行政機関のうち２７に上っている。全容解明と再発防止、障
害者雇用の促進を政府に求める。

障害者雇用の水増し問題の全容解明
と再発防止を求める意見書

原案可決○○○○×○○○○○○××××○○○○×議×××

国が避難計画策定を義務付けた玄海原発の半径３０キロ以内に
は２０の有人離島があり、悪天候時の避難は困難である。使用
済核燃料の行き先も未定で、課題は山積みである。再稼働に
抗議し、原発ゼロの実現を求める。

玄海原発４号機の再稼働に抗議し、
「原発ゼロ」の実現を求める意見書

原案可決○○×○×○×○○○○××××○○○○×議×××

安倍首相が行おうとしている改憲は、海外で無制限の武力行
使を認めるものである。また、改憲の議論は国民の間で十分
に行われる必要がある。恒久平和と戦争放棄をうたった憲法
の改憲発議を行わないことを求める。

改憲発議を行わないことを求める意
見書

原案可決○○△○×△○○○○○○○○○○○○○×議×××

オウム真理教による事件は許されず、死刑判決の１３人は罪を
償うべきであるが、死刑執行のうち１０人は再審請求中であっ
た。国際的潮流は死刑廃止である。全ての人の生きる権利を
尊重すべきであり、死刑廃止を求める。

死刑制度の廃止を求める意見書

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○

女性にとって教育や職業の選択が保障される社会となるため
に、医科系大学を含む全ての大学入試、国家及び地方公務員
採用試験の性別割合を調査し、結果を公表し不当な扱いを是
正する処置を取ることを求める。

女性差別をなくし、等しく教育を受
ける権利、職業を選ぶ権利の保障を
求める意見書

原案可決○○○○○○○○○○○△△△△○○○○△議△△△

各地の公聴会で懸念が示された、福島第一原発のトリチウム
やヨウ素１２９等の放射性物質を含む汚染水の取扱いは、海洋
放出以外のタンクでの長期保管と、国民に対し情報公開し、
正確な情報提供を行うよう求める。

トリチウム等汚染水の海洋放出に反
対する意見書

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○

大阪府北部の震度６弱の地震で、学校施設のブロック塀が倒
壊し児童が死亡したことは、大変痛ましく早急な対策が必要
である。全国の通学路のブロック塀等の緊急総点検と安全対
策の財政支援等の積極的な対応を求める。

学校施設や通学路におけるブロック
塀等の安全性確保を求める意見書

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○

目黒区で両親から虐待を受け女児が死亡する痛ましい事件が
発生した。児童虐待防止対策の更なる強化に向け、①児童相
談所強化プランの拡充、②児童相談体制改革、③情報共有で
きるシステムの構築等の取組を強く求める。

児童虐待防止対策の更なる強化を求
める意見書

原案可決××△×○○○×△○○○○○○××××○議○○○

水道は、施設の老朽化や耐震化の遅れなど大きな課題があ
る。地方公共団体等とこれまで以上に連携し、国民の命を守
るインフラである水道の戦略的な基盤強化に取り組むため、
国庫補助所要額の確保や推進を求める。

水道施設の戦略的な老朽化対策を求
める意見書

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○

合理的判断ができにくい事情を利用して契約を締結する「つ
け込み型契約」、特に高齢者・若年成人・障がい者等の判断
力不足を利用し、不利益をもたらす契約の勧誘の取消権規定
について、早急に検討することを求める。

消費者被害を防止・救済する実効的
な消費者契約法改正等を求める意見
書

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○

小型航空機墜落事故後自粛されていた自家用機の運航受付を
再開した。市民が同意できる協定・覚書は実現できていない。
自家用機の撤廃に最大限取り組むことや、万全な安全対策と
厳格な管理運営の徹底などを求める。

調布飛行場の自家用機運航受付再開
に関する意見書
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医 医次の定例会は 開会予定です。平成３０年１１月２９日（木）

原稿は議員が作成しております

特集 平成２９年度 決算特別委員会一般会計
特別会計

　〇９月１８日：市議会６会派１２人（自民党・信頼、公明党、こがおも、生
活者ネット、市民カエル、緑・つながる）から、市長に対し４項目の前提
条件からなる新たな施設配置案検討を求める申入れがありました。なお、
同日に開催した庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会にて、同様の趣旨
の意見が市議会２会派５人（日本共産党、情報公開）からも表明がありま
した。
【４項目】清掃関連施設の敷地内暫定移設は行わないこと／福祉会館を先
行竣工すること／敷地東側の樹木を残すこと／庁舎の免震構造の地下部分
を地下駐車場として活用すること
　〇９月２５日：庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会にて市長から「平
成３１年度には基本設計着手を目指し、追加調査に必要な経費は、市議会の
ご理解いただけるよう適切に整理し、議会とも共有を図り１０月末を目途に
中間調査結果を取りまとめ、１１月に開催予定の市民説明会で、市長就任時
から現在までの経過と追加調査の結果についても説明したい」と表明があ
り、議会の新たな提案に応えた追加調査を行うことになりました。
　〇１０月５日：本会議で追加調査のための補正予算が上程され可決しまし
た。
〈以降の流れ〉１０月末を目途に追加調査の中間調査結果取りまとめ→１１月
中に市民説明会を５回開催→平成３１年に基本設計着手予定

「庁舎及び福祉会館建設」経過報告 新しく生み出した８面の特集ページと毎号のカラー
化について、皆さまからのご意見をまとめました

　新しく生み出した８面の特集ページと毎号のカラー化について、９月３０日
までに、メール、電話、ご意見ノートなどで１７件・３７項目の声が寄せられました。
頂いたご意見に感謝いたします。また８月２８日から９月２７日まで、本庁舎４
階と第二庁舎１階・入口で実施したシール投票の結果は次のとおりです。
❶カラー化について：カラー化がよい５６枚・これまでの方がよい２０枚　
❷特集ページについて：わかりやすい４６枚・わかりにくい１４枚
〈主なご意見〉カラーは見やすい。嬉しい。
カラー化だけでは意味がない。レイアウトな
ど見直しが必要である。内容はシンプルにし
てほしい。文字が多すぎる。１面の写真を工
夫してほしい。声の広報を分かりやすくして
ほしい。など
　これらを踏まえ市議会では、次年度の毎号
分のカラー化予算要望を決めました。（結果
は未定）
　特集ページを始め、紙面の分かりやすさな
どは、引き続き大きな課題として取り組みま
す。今後とも議会や議会だよりへのご意見な
どお寄せ下さい。

第二庁舎で実施したシール
投票パネル

q qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

歳入の部
決算額比較平成２９年度決算額平成２８年度決算額
＋４億　９０８万４２７億５,４８９万４２３億４,５８１万一般会計
△６億７,１２８万１１５億８,４２２万１２２億５,５５０万国民健康保険特別会計
　　　＋８８２万　１４億２,６２５万　１４億１,７４３万下水道事業特別会計
＋４億１,７４４万　７７億６,４３９万　７３億４,６９５万介 護 保 険 特 別 会 計
　　＋３,８７７万　２５億　６３０万　２４億６,７５３万後期高齢者医療特別会計

＋２億　２８３万６６０億３,６０５万６５８億３,３２２万合計

（円）
決算額比較平成２９年度決算額平成２８年度決算額
△１億２,５４５万４０１億１,８０８万４０２億４,３５３万
△７億８,５５６万１１４億１,６９１万１２２億　２４７万
　　△２,２９１万　１３億６,１５６万　１３億８,４４７万
＋３億９,９５６万　７６億２,５５９万　７２億２,６０３万
　　＋３,１３５万　２４億９,１１６万　２４億５,９８１万

△５億　３０１万６３０億１,３３０万６３５億１,６３１万

（円）歳出の部

歳入内訳 歳出（性質別）内訳

市民税
115億2,845万円

27.0%

市民税
115億2,845万円

27.0%

固定資産税
74億1,364万円

17.3％

固定資産税
74億1,364万円

17.3％
都市計画税

17億9,385万円
4.2％

都市計画税
17億9,385万円

4.2％

その他市税
5億4,509万円
1.3％

その他市税
5億4,509万円
1.3％

国庫支出金
66億2,117万円
15.5％

国庫支出金
66億2,117万円
15.5％

都支出金
61億9,815万円
14.5％

都支出金
61億9,815万円
14.5％

その他
84億7,774万円
19.8％

その他
84億7,774万円
19.8％

市債
1億7,680万円

0.4％

市債
1億7,680万円

0.4％

427億
5,489万円

物件費
66億1,966万円

16.5％

物件費
66億1,966万円

16.5％

扶助費
110億8,478万円

27.6％

扶助費
110億8,478万円

27.6％

補助費等
52億4,887万円
13.1％

補助費等
52億4,887万円
13.1％

公債費
26億8,061万円
6.7％

公債費
26億8,061万円
6.7％

投資的経費
26億2,888万円
6.6％

投資的経費
26億2,888万円
6.6％

その他
57億4,839万円
14.3％

その他
57億4,839万円
14.3％

人件費
60億8,100万円

15.2％

人件費
60億8,100万円

15.2％

400億
9,219万円
※

※地方財政状況調査による

民生費
195億2,276万円

48.7％

民生費
195億2,276万円

48.7％

土木費
32億743万円
8.0％

土木費
32億743万円
8.0％

衛生費
41億3,150万円
10.3％

衛生費
41億3,150万円
10.3％

教育費
32億9,479万円
8.2％

教育費
32億9,479万円
8.2％

その他
47億8,056万円
11.9％

その他
47億8,056万円
11.9％

総務費
51億8,103万円

12.9％

総務費
51億8,103万円

12.9％

401億
1,808万円

歳出（目的別）内訳

他市との比較　市民１人当たりに換算 ※地方財政状況調査による（平成３０年１月１日
の人口から算出）

0
50,000
100,000
150,000
200,000
250,000
300,000
350,000
400,000
450,000
500,000

小
平
市

八
王
子
市

狛
江
市

東
久
留
米
市

小
金
井
市

町
田
市

西
東
京
市

稲
城
市

三
鷹
市

東
村
山
市

青
梅
市

日
野
市

昭
島
市

あ
き
る
野
市

多
摩
市

東
大
和
市

調
布
市

国
立
市

武
蔵
村
山
市

清
瀬
市

立
川
市

羽
村
市

府
中
市

福
生
市

武
蔵
野
市

国
分
寺
市

（円）（円）

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

稲
城
市

小
金
井
市

国
分
寺
市

あ
き
る
野
市

町
田
市

小
平
市

八
王
子
市

日
野
市

狛
江
市

多
摩
市

青
梅
市

三
鷹
市

西
東
京
市

東
久
留
米
市

昭
島
市

調
布
市

府
中
市

東
村
山
市

国
立
市

羽
村
市

武
蔵
野
市

福
生
市

立
川
市

武
蔵
村
山
市 

東
大
和
市

清
瀬
市

（円）（円）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

小
金
井
市

東
村
山
市

狛
江
市

東
久
留
米
市

八
王
子
市

あ
き
る
野
市

羽
村
市

青
梅
市

日
野
市

国
立
市

小
平
市

東
大
和
市

西
東
京
市

国
分
寺
市

三
鷹
市

町
田
市

武
蔵
村
山
市

調
布
市

昭
島
市

立
川
市

清
瀬
市

多
摩
市

稲
城
市

福
生
市

府
中
市

武
蔵
野
市

（円）（円）歳入総額　２２位 歳出　民生費　２５位 歳出　教育費　２６位

　市議会第３回定例会の決算特別委員会では平成２９年度の決算を審査いたし
ました。４つの特別会計を含む５会計総額は歳入で６６０億円を超え、昨年か
ら約２億円増と過去最大規模の決算となりました。歳出は５会計総額で前年
対比では約５億円の減となっています。一般会計の歳入は市民税の増などの
影響で前年比では微増となりました。一方歳出面では民生費が約１４億５,６００
万円増で歳出に占める割合が４８.７％（前年比３.８％増）と増加の一途であるも

のの、投資的経費や積立金が減となったことから前年比で減となっています。
一般会計における他市比較では、かねてから市議会で指摘されてきた市民１
人当たりの歳入額総額は多摩２６市中２２位、歳出では市民１人当たりの民生費
において２５位、教育費において２６位と引き続き低い額となっている点が課題
として挙げられています。


